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にじぐみ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「お花を描いてみよう！」と
提案するとみんな個性爆発
☆色々な素材や絵の具を自
由に選び、自分だけの花をの
びのびと表現していました。 

ぞうグループ 
        
            
 片栗粉粘土はどんな感触？

「氷みたいに解ける」「持てな

いの面白い！」などと興味

津々で触っていました。 

うさぎグループ 
                
 
 
 
収穫したおくらをどれくら

いの大きさか予想して定規で

測ると、思った以上の長さに

驚く子どもたちでした！ 

きりんグループ 

 
                 
「バケツにたくさん水を入

れよう」「ゆっくり入れるよ」と

水が多く入る方法をみんなで

話し合いながら水運びリレー

を楽しんでいます！ 

９月の予定  

避難訓練  １日(月)      体育遊び  8日(月)      誕生会  ５日(金)       親子で遊ぼう 1３日(土) 

発育測定 24日(水)～2６日(金)   かふぇCHIDORI うさぎ１７日(水)・きりん１９日(金)・ぞう2６日(金) 

夕暮れが少し早くなり秋の訪れを予感させますが、日中は「暑い！」の言葉なしでは過ごせません。皆様、

まだまだ体調管理には十分お気をつけ下さいね。 

先日、山の手小学校にて、保幼小連携校園の情報交換会がありました。これは市が実施している「神戸つば

めプロジェクト」の一環で、山の手小学校区内にある幼稚園、こども園、保育園、校園種を越えて職員が集ま

って、地域の子どもたちを共に見守り育てていこうという取り組みです。それぞれ教育保育の中で大切にして

いること、これから子どもにこういう姿になって欲しいという願いを話しましたが、どこも言葉の使い方が少

し違うだけで方向性は同じだと確認し合いました。自分と周りの人が大好きで、その中で意欲を持って生活し

たり遊んだり学んだりする姿―それは全国私立保育園連盟の「こどもまんなか社会」の実現のために推進して

いること 7つの4つ目「子どもの『自分でやりたい』を大切にしましょう」と繋がることでもあります。京都

大学大学院教授 明和政子先生も仰っています。子どもは 2 歳を過ぎると「何でもできる」という万能感を持

ち、出来る出来ないに拘らず何でも挑戦しようとします。そんな時に大人が先回りして無用なアドバイスや手

出しでチャンスを不意にしてはいけません。ヒトの脳は、その体験で得た驚き、興奮、喜びを「見て見て」と

誰かと共有することで学びの動機がいっそう高まるという仕組みです、とのこと。 

私たちはこれからも地域の中で育つ子どもたちの環境を整え「やってみたい」からの育ちを支えたいと思い

ます。今月は幼児グループで「親子で遊ぼう」があります。卒園児の参加も楽しみです。みんなで子どもたち

の「見て見て」に全力で応えていきましょう！どうぞよろしくお願いいたします。     新村 久美子 

あさひぐみ 
                        
乗り物に乗って出発進行！押

して進んだり、中に座ってバラ

ンスを取ったりと様々な体の動

かし方を楽しんでいます♪ 

ひかりぐみ 
 
                  

 

 

給食が大好きなひかり組☆

毎日たくさん食べておかわり

もしています！友だちの食べ

る姿を見て「いっしょ！」と笑

い合いながら楽しい時間です。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


